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・四国８の字ネットワークを形成する四国横断自動車道の一部であり、 規格の高い信頼性のあるネットワークを延伸し、
徳島市・小松島市の渋滞緩和や近畿圏と徳島県南地域の連携強化を図るほか、災害時における広域交通ネットワー
ク確保を目的とした道路である。

１．事業の概要
【事業の目的】

＜平面図＞＜位置図＞

一般国道（指定区間）
高速道路
再評価箇所

凡例

【主な事業の経緯】

資料：徳島県津波災害警戒区域（H26.3.11公表）に基づき作成
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事業名 四国横断自動車道 阿南四万十線 阿南～徳島東

計画区間 徳島県阿南市下大野町 ～ 徳島県徳島市北沖洲

計画延長 17.7km

構造規格 第１種第２級

設計速度 100km/h （暫定 80km/h)

車線数 暫定２車線

標準幅員 10.5m

計画交通量 15,600～22,200台/日

１．事業の概要
【事業計画諸元】

し こ く お う だ ん じ ど う し ゃ ど う

＜標準断面図＞
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（暫定２車線時）

（単位：m）
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２．事業の効果と必要性（１）

四国８の字ネットワークのミッシングリンクの解消

・四国の高速道路は、「四国８の字ネットワーク」の形成を目指しているが、徳島県東部地域と高知県中部地域間は高
速ネットワークの空白地帯。

・四国横断自動車道・阿南～徳島東の整備によって、阿南市～徳島市までの所要時間は約21分短縮されるとともに、
四国東南地域の高速ネットワーク空白地帯の解消に寄与。

・当該道路は国道55号の代替路として機能するとともに、阿南安芸自動車道に直結して、四国東南地域の災害時にお
ける救援救助、物資輸送、早期復旧を支援。
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（分）

▲阿南市～徳島市の所要時間

約21分短縮！

四国横断自動車道
阿南四万十線

（阿南～徳島東）
Ｌ＝17.7km

▲高速ネットワークの空白地帯

阿南安芸自動車道

3
資料：H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度

四国横断自動車道は暫定2車線として 80 km/hを使用



２．事業の効果と必要性（２）

現道の混雑緩和・円滑な走行性確保

・阿南市と徳島市間は、国道55号や徳島小松島線等の路線で連結しているが、慢性的な渋滞発生区間が集中しており、
国道55号かちどき橋交差点南側区間は徳島管内ワースト１位の渋滞損失時間。

・徳島市街地への「新たな路線」として四国横断自動車道・阿南～徳島東が整備されることにより、並行する国道55号の
渋滞損失時間は約166万人時間/年削減され、住民生活の利便性が向上。

・また、阿南市を東西に流れる那賀川断面で生じている交通渋滞の緩和が期待される。

▲現道の渋滞損失時間の変化
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凡 例

高速道路

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

主要地方道

一般県道

その他の道路

約５割

（約166万人時間/年）

削減

▲かちどき橋交差点の渋滞状況
※かちどき橋から国道55号南側を望む

（2017/12/19 7：45頃撮影）

渋滞凡例

エリア

区間

箇所

那賀川

新たな路線渋滞損失
ワースト１

4

立江櫛渕IC(仮称)

※平成22年度全国道路・街路交通情勢調査に基づく平成42 年将来交通量推計結果を用いて算出



路面高さ
▼約6m

２．事業の効果と必要性（３）

緊急輸送道路の代替機能強化・大規模災害時のネットワーク信頼性向上

四国横断自動車道 阿南四万十線
（阿南～徳島東）

Ｌ＝17.7km

津波浸水深
▼約3m

路面高さ
▼約13m

高架区間 断面②

盛土区間 断面①

断面①

断面②

津波浸水深
▼約3m

5

・国道55号（現道区間）は、「徳島県緊急輸送道路ネットワーク計画」において第１次緊急輸送道路に指定されているが、
徳島県の南海トラフ巨大地震被害想定では現道区間には津波浸水が想定されている。

・四国横断自動車道・阿南～徳島東の整備により、救命・救助、緊急物資の輸送活動を支援する安全性・信頼性の高
い緊急輸送道路を確保。

・被災時の復旧における啓開作業のための進入ルートとしての役割も担う。

立江櫛渕IC
（仮称）

（仮称）
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２．事業の効果と必要性（４）

全国一

京阪神方面への農水産品出荷を支援

・徳島県は全国一の地鶏等の出荷県（全国シェア25％）であり、その中の「阿波尾鶏」は出荷量が年々増加。
・農水産品、畜産品の大部分は京阪神へ出荷されているが、輸送時間の短縮が課題。
・京阪神等への所要時間短縮や定時性の向上により、輸送コスト削減や販路拡大に貢献し、品質の向上も期待。

▲その他肉用鶏（地鶏等）の出荷羽数シェア 出典：平成29年食鳥流通統計調査

出典：徳島県養鶏協会HP▲徳島県の阿波尾鶏の生産羽数の推移

▲海陽町～神戸市の所要時間
資料：H27全国道路・街路交通情勢調査の混雑時旅行速度

四国横断自動車道は暫定2車線として80 km/hを使用
阿南ＩＣ以南の選択経路が違うことによる差分を含む
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約28分短縮！

・鶏のエサの輸送コストが高く、
道路整備による時間短縮で輸
送コストが下がれば、鶏の原
価も押さえられます。

■地元の方の声（蓄養業者）

6

立江櫛渕IC
（仮称）

▲徳島県の阿波尾鶏

（仮称）
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２．事業の効果と必要性（５）

大阪以東
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開発拠点プロジェクトを支援

・阿南市には、辰巳工業団地、大潟新浜工業団地、橘湾火力発電所及び世界的なLED関連企業が立地。

・県内屈指の工業都市である阿南市は県内の製造品出荷額20％を占め平成29年は平成5年の2.5倍。
・四国横断自動車道・阿南～徳島東の整備によって、電気機械製品の６割を占める近畿以東への物流輸送時間が短縮さ
れることにより、企業の取引拡大や企業間交流を促進し、円滑な物流を支援して地域産業の振興に貢献することを期待。

▲電気機械の出荷先 出典：平成27年物流センサス

▲阿南市の製造品出荷額の推移 出典：工業統計

▲阿南市～神戸市の所要時間
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一般国道（指定区間外）

主要地方道

一般県道
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約21分短縮！
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出荷額2.5倍
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資料：H27全国道路・街路交通情勢調査
混雑時旅行速度
四国横断自動車道は暫定2車線
として80 km/hを使用

（仮称）
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２．事業の効果と必要性（６）

並行する国道55号の安全性向上に寄与

・四国横断自動車道・阿南～徳島東に並行する国道55号は交通が集中しており、死傷事故率は県内直轄国道平均
（60.6件/億台キロ（H26～H29））を大きく上回り、最大では平均の約２倍（127.1件/億台キロ）に及ぶ。

・特に、国道55号の徳島市中心部区間①では死傷事故率が100件/億台キロを上回るなど、非常に死傷事故率が高い
危険な区間が存在。

・四国横断自動車道・阿南～徳島東の整備によって、安全な自動車専用道路への交通転換及び現道交通の減少によ
り安全性が向上することを期待。

出典：イタルダデータ（H26～H29）▲並行区間の死傷事故率

①
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④

⑤

徳島管内直轄国道平均

60.6件/億台キロ
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日和佐道路（自専道）

49.8件/億台キロ

立江櫛渕IC
（仮称）

58,962台/日
44,523台/日

24,724台/日

20,302台/日

46,601台/日

交通量 出典：H27全国道路・街路交通情勢調査

（仮称）



３．事業の進捗状況と見込み
・これまでの用地取得率は約９７％、全体の事業進捗率は約５３％となっており、現在用地買収、改良工事を推進中。
・令和２年度に津田IC(仮称)～徳島東IC(仮称)（Ｌ＝2.8ｋｍ）が開通予定。

凡例

再評価箇所

一般国道

延 長 １７．７ｋｍ

現 状 用地買収、橋梁工事推進

進捗状況 今回(R1）
（H30年度末時点）

前回（H29）
（H28年度末時点）

用地進捗状況 約９７％ 約７９％

事業進捗状況 約５３％ 約３６％
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（NEXCO施工）
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【写真① 沖洲地区(沖洲高架橋)】 【写真② 沖洲地区(沖洲高架橋)】

【写真③ 前原地区(Ｃ１ランプ橋)】 【写真④ 前原地区(江田高架橋)】

立江櫛渕IC
(仮称)

※撮影日：令和元年９月



４．事業を取り巻く社会情勢の変化等

• 平成23年３月 （主）徳島環状線 川内町大松～平松 延長1.3km 開通

• 平成23年７月 日和佐道路 延長3.1km ２車線 開通

• 平成24年12月 （主）徳島環状線 川内町平松～住吉 延長3.7km 開通

• 平成25年11月 阿南道路 阿南市津乃峰町西分～阿南市橘町大浦 延長1.7km 開通

• 平成27年２月 徳島南環状道路 上八万IC～法花IC 延長1.9km 開通

• 平成27年３月 徳島自動車道 鳴門JCT～徳島IC 延長10.9km 開通

• 平成27年３月 徳島自動車道 松茂スマートIC 供用

• 平成31年３月 高松自動車道（鳴門JCT～高松市境間）全線４車線化完成

＜周辺道路の整備状況＞

＜周辺の社会情勢の変化＞

10

• 平成23年４月 桑野道路事業化

• 平成24年４月 福井道路事業化

• 平成27年７月 四国横断自動車道 津田IC(仮称)連結許可

• 平成28年３月 徳島小松島港津田地区地域活性化計画策定（徳島県）

• 平成28年４月 津田IC（仮称）事業化

• 平成28年11月 四国横断自動車道（津田～徳島東）開通目標時期の公表（Ｒ２年度開通）

• 平成30年11月 四国横断自動車道（徳島東～徳島JCT）開通目標の見直し(R３年度末 NEXCO)

• 平成30年11月 阿南安芸自動車道（牟岐～野根）都市計画決定

• 平成31年４月 阿南安芸自動車道 海部野根道路 事業化

• 令和元年９月 四国横断自動車道 立江櫛渕IC(仮称)連結許可



※新直轄方式とは、道路関係四公団の民営化後の西日本高速道路(株)による

高速自動車国道を整備する補完措置として、必要な高速自動車国道を建設

するため、国と地方の負担により国土交通大臣が整備する方式

※津田IC（仮称）及び立江櫛渕IC（仮称）の事業主体は徳島県

５．事業費の変化（事業の経緯）

【 四国横断自動車道 阿南四万十線（阿南～徳島東）の主な事業の経緯】

施工主体：国土交通省

施工主体：西日本高速道路(株)
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年度

四国横断自動車道

阿南～小松島 小松島～徳島東 徳島東～徳島JCT

１０．０km ７．７km ４．７ｋｍ

平成8年12月 整備計画決定

平成10年12月 整備計画決定 施行命令

平成16年1月 新直轄方式の指定

平成18年2月 新直轄方式の指定

平成19年度 工事着手

平成27年度 工事着手

平成27年7月
津田IC(仮称) 連結許可

整備計画変更※

平成28年度 津田IC(仮称) 事業化※ 工事着手

令和元年9月
立江櫛渕IC(仮称)   連結許可

整備計画変更※



５．事業費の変化（橋梁基礎の支持層見直し等による変更）

・四国横断自動車道 阿南四万十線（阿南～徳島東）では、沖洲、津田高架橋をはじめとする多数の橋梁を計画。

・沖洲高架橋等の橋梁（延長約３．３ｋｍ 橋脚等数５６基）においては、当初計画では約３５ｍの深度にある砂礫層

を橋梁基礎の支持層として設定。

縦断図

勝浦川

徳島東ＩＣ

津田ＩＣ
津田高架橋津田大橋 新町川橋

新町川

平面図
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沖洲高架橋
L=1,056.5m

新町川橋
L=500.0m

津田高架橋
L=1,200.5m

津田大橋
L=544.5m

高架橋 L=３，３０１．５m 杭基礎を有する橋脚等数 ５６基

徳
島
東
Ｉ
Ｃ

至

小
松
島
Ｉ
Ｃ

至

徳
島
Ｊ
Ｃ
Ｔ津

田
Ｉ
Ｃ

※橋桁並びに橋脚は、変更後の計画で記載

新町川

杭長約35ｍ砂質・粘性土層

砂礫層

12

※IC名は仮称



５．事業費の変化（橋梁基礎の支持層見直し等による変更）

当初計画 変更計画

近隣データや文献をもと
に推定

橋梁基礎の支持層見直しや道路橋示方書の改訂に伴う影響等により、事業費が約２１５億円増加。

・沖洲高架橋等において、橋脚計画箇所の地質調査を実施したところ、支持層として想定していた砂礫層は、地耐力

(Ｎ値）が不均一で低い箇所も存在。 また、その下には軟弱層が存在することが判明。

・橋梁基礎の支持地盤をより深い層に見直し、橋梁基礎工を変更(約３５ｍ→約７５ｍ)

・この支持層の見直しや道路橋示方書改訂（H24 設計水平震度の変更）に伴う見直しを行い、事業費が約２１５億円増加。

CL

▽支持層

CL

▽支持層

杭 長 約 3 5 ｍ

杭長 約75ｍ

支持層

砂質・粘性土層

砂礫層①
（地耐力が不均一な地層）

粘性土層②
（軟弱層）

砂礫層②

支持層を見直し

地質調査結果(柱状図）

砂礫層① 土中の礫にあたった可能性も
あり突出した値が見られる

Ｎ値３０

Ｎ
値
3
0
以
上

約
３
.
５
ｍ

砂
礫
層
①

●

●

【支持層の選定と根入れ深さ】
砂層、砂れき層はＮ値30以上あ

れば良質な支持層と考えて良い。
ただし、砂れき層では、れきをたた
いてＮ値が過大に出る傾向がある
ので、支持層の決定には十分な注
意が必要である。

道路橋示方書・同解説より

○橋梁延べ延長： 3,301m
○杭を有する橋脚等数：56基
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(内、杭長が増加した橋脚等数：54基)

地質調査結果の概要

沖洲高架橋例 調査結果

砂
礫
層

①
層の厚さ 11～ 15m

Ｎ値 7 ～ 50以上

粘
性
土

層
②

層の厚さ 13～15m

Ｎ値 4～24

砂
礫
層

②
層の厚さ 5m～

Ｎ値 40～50以上

※N値：地耐力を計測する試験（標準貫入試験）
結果を表す値

砂質・
粘性土層

橋脚計画箇所において
地質調査を実施



新町川橋 880.0m
210.0m 460.0m 210.0m

幅３６０ｍ

幅２２０ｍ

・新町川を跨ぐ橋梁の中央支間について、橋梁の桁下空間に関する港湾計画の変更を踏まえた計画見直しにより、

橋梁形式を斜張橋から箱桁橋に変更し約６５億円を縮減。

変更計画

橋 種 ３径間連続斜張橋

橋 長 880.0m（210.0＋460.0+210.0）

橋 種 ３径間連続鋼床版箱桁橋

橋 長
500.0m（125.0＋250.0+125.0）

＋ 側径間380m = 880m

当初計画

桁下空間 (港湾計画の変更）

30m

新町川橋 500.0m
125.0m 250.0m 125.0m

220.0m

28m

880.0m

新町川

新町川

360.0m

５．事業費の変化（コスト縮減 橋梁形式の見直し）
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少数桁＋合成床版（新技術）

当初計画 変更計画

接合部

鋼桁

橋軸方向
ポステンション方式による
PC構造あるいはRC構造

橋軸直角方向
プレテンション方式
によるPC構造

ジベル孔

プレキャストPC床版

・底鋼板が型枠代わりとなり、型枠・支保工が不要

・PCケーブル緊張作業が不要
・桁端部は場所打ちなので、型枠・支保工が必要

・PCケーブル緊張作業は桁端部で必要

コスト縮減の取組➋（鋼橋床版型式）５．事業費の変化（コスト縮減：橋梁）

○床版形式の変更： 2橋梁
橋梁延べ延長： 約2,260m
延べ橋面積： 約48,000m2

〔コスト縮減の内容〕
鋼橋床版形式の変更（プレキャストＰＣ床版→合成床版）による縮減 ：▲９億円

・鋼橋床版型式の変更により、約９億円縮減する。

多主桁＋プレキャストPC床版

• 鋼橋の床版形式に関して、鋼桁の本数を少なくした少数主桁＋
新技術であり施工の合理化・施工期間の短縮が図れる鋼製の合
成床版を採用することにより、事業費を縮減

側鋼板

上側鉄筋

コンクリート版

防水層

主桁

下鋼板

横リブ

スタッド
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四国横断自動車道 阿南～徳島東 事業費の変化（まとめ）

・橋梁基礎工の見直しなどにより、事業費が１４１億円増加。

＜全体事業費＞

項目 増額・縮減理由 ①当初 ②変更
費用

増加分
（②－①）

事業費
増

橋梁基礎の支持
層見直し等によ
る変更

当初想定と異なる地質・地層の判明での橋
梁基礎の支持層の見直し等による増額

９８億円 ３１３億円 ２１５億円

コスト
縮減

橋梁形式の見直
し

新町川橋の橋梁形式見直しによるコスト縮
減

３１９億円 ２５４億円 ▲６５億円

鋼橋の床版形式
の変更

鋼橋床版形式に施工の合理化・工期短縮
が図れる合成床版を採用することによるコ
スト縮減

－ － ▲９億円

合 計 １４１億円

①前回評価時 ②増加 今回評価時（①＋②）

１，４０４億円 １４１億円 １，５４５億円

５．事業費の変化（まとめ）
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項 目 事業全体 残事業

費用 （C） 1,570億円 554億円

事業費 1,519億円 504億円

維持管理費 50億円 50億円

便益 （B） 1,865億円 1,865億円

走行時間短縮便益 1,630億円 1,630億円

走行経費減少便益 184億円 184億円

交通事故減少便益 51億円 51億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 1.2 3.4

６．事業の投資効果
【費用便益比】

※） 費用及び便益額の値は基準年（R1）における現在価値を表す。 四捨五入の関係で合計が一致しない場合がある。
※） 立江櫛渕IC（仮称）は、費用便益比算定に考慮していない。

【前回評価時からの事業計画の変化】

今回評価時
（令和元年度）

前回評価時
（平成29年度）

備考
（前回評価時からの変化要因）

事業諸元 延長 １７．７km

計画交通量 15,600～22,200台/日 16,800～22,100台/日 ・ODの変更による交通量の変更

全体事業費 1,545億円（141億円増） 1,404億円 ・橋梁基礎工の見直しなどによる増加

費用便益比 事業全体 残事業 事業全体 残事業

総費用（C) 1,570億円 554億円 1,359億円 705億円
・用地取得概成を受けた事業展開の見直し

・費用便益分析マニュアルの改訂（原単位の更新）
便益（B) 1,865億円 1,865億円 1,790億円 1,790億円

費用便益比（B/C） 1.2 3.4 1.3 2.5
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注）上記の総費用及び総便益の数値は基準年における現在価値を表す。基準年について、前回は平成29年度、今回は令和元年度。
総事業費は、維持管理費を除く全体事業費（単純合計）。
計画交通量はH42時点で、前回はH29評価時の計画交通量
立江櫛渕IC（仮称）は、費用便益比算定に考慮していない。



７．地方公共団体等からの要望

８．地方公共団体の意見

 今後も新技術、新工法の採用による工事コストの縮減に加え、施設の長寿命化や維持管理費を考慮した構造の採
用等、総コストの縮減に努める。

 四国横断自動車道 阿南～徳島東の計画は、地形条件、周辺土地利用状況との整合性を勘案し選定された合理的
な計画であり、現ルートによる整備が妥当で代替案の可能性はない。

以上のことから、四国横断自動車道 阿南四万十線 阿南～徳島東の事業を継続する。

10．対応方針（原案）

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性
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・徳島県、徳島市、小松島市、阿南市や周辺の市町村及び阿南市高規格道路等建設促進期成同盟会等より、本事業
の整備促進について、積極的な要望活動が続けられている。
・平成２８年度 ８月の阿南市高規格道路等建設促進期成同盟会等、計23回の要望活動
・平成２９年度 11月の徳島県議会徳島自動車道整備促進議員連盟等、計14回の要望活動
・平成３０年度 ５月の徳島県道路整備促進期成同盟会、10月の徳島県議会四国横断自動車道・阿南安芸自動車道

建設促進議員連盟等、計10回の要望活動
・令和元年度 5月の徳島県政策提言、7月の阿南市高規格道路等建設促進期成同盟会、計4回の要望活動

【徳島県知事意見】

「四国横断自動車道 阿南四万十線 阿南～徳島東」の事業を継続するという「対応方針（原案）」案については、異議
ありません。「四国横断自動車道 阿南四万十線 阿南～徳島東」は、「四国８の字ネットワーク」を形成し、南海トラフ巨
大地震を迎え撃つ「命の道」はもとより、経済・産業の発展、観光振興など、地方創生を実現する重要な社会資本であり
ます。このため、引き続き、コスト縮減を図るとともに、県といたしましては、立江櫛渕地域活性化インターチェンジの整備
等に全力で取り組んで参りますので、「立江櫛渕・阿南間」の先行供用はもとより、１日も早い全線供用をお願いします。


